
遺伝子組換えトウモロコシ４系統(MON863, NK603, TC1507
及びT25)定量分析法の開発および試験室間共同試験結果

分析・標準化

技術の特徴
・日本国内において、栽培または流通が認可されたGMトウモロコシのうち、これまでに５種類の系統
（ Bt11, GA21, T25, Event176, MON810)において、リアルタイムPCRを利用した定量分析法が当ユ
ニットによって開発され、GMO検知の標準分析法となっている。今回、３種類の新系統GMトウモロコシ
(MON863, NK603,  TC1507) およびT25に関して、新たに定量分析法の開発を行った。

研究の内容研究の内容
・上記３系統のうち、TC1507はT25と同一の組換えDNAカセットが導入されているため、T25の検出に
用いる領域を、構造特異的領域から系統特異的領域へと変更した。

・これら ４系統の定量検知技術を用いた試験室間共同試験を実施し、本定量分析法が適切なものであ
ることを確認した。
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1. 内標比測定試験
各遺伝子組換え系統に固有の内標比(内在性遺伝子と導入遺伝子のコピー数

試 験 室 間 共 同 試 験 の 流 れ試 験 室 間 共 同 試 験 の 流 れ試 験 室 間 共 同 試 験 の 流 れ試 験 室 間 共 同 試 験 の 流 れ

各定量機器における内標比

結果結果11 // 内標比測定試験内標比測定試験
アプライド・バイオシステムズ社の定量装置3機種(ABI 
PRISM 7500, 7700, 7900HT)13台で測定した。

各遺伝子組換え系統に固有の内標比(内在性遺伝子と導入遺伝子のコピ 数

の比)を、各系統のF1 種子から抽出したDNAを用いて測定する。

2. ブラインド試験

各参加機関において組換え体を含むブラインド試料を測定し、GM混入率

の算出および測定結果の統計解析を行う。
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今後の展開
・本定量分析法の標準分析法としての運用を目指す。
・他の新規に承認されたGM作物の定量分析法を開発する。
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他の新規に承認されたGM作物の定量分析法を開発する。
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